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第⑦回

コラム▼
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
リ
ー

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
は
、
日
本
国
の
政
策
へ

の
近
隣
諸
国
か
ら
の
反
発
な

ど
、
国
際
間
の
一
辺
倒
で
は

な
い
多
く
の
視
点
を
あ
ぶ
り

出
し
て
い
る
。

日
本
国
政
府
は
、
科
学
的

な
判
断
に
よ
る
決
定
で
あ
る

と
、
そ
の
合
理
性
を
伝
え
て

い
る
。
一
方
、
中
国
政
府
ほ

か
の
対
応
は
、
科
学
的
な
説

明
で
は
合
意
で
き
な
い
感
情

的
な
反
応
を
政
策
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
国
内
と
国
外

と
の
区
別
で
は
な
く
、
む
し

ろ
国
際
関
係
こ
そ
が
重
大
な

今
日
的
な
事
情
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
さ
せ
た
。

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に

「
国
際
性
と
は
、
摩
擦
な
く

対
応
で
き
る
こ
と
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
場
所
や
機
会

を
提
供
す
る
側
と
、
そ
の
場

所
で
機
会
を
受
け
る
側
の
二

つ
の
当
事
者
が
係
わ
る
。
は

っ
き
り
言
え
ば
、
摩
擦
を
与

え
る
側
と
受
け
る
側
で
あ
る

が
、
じ
つ
は
、
両
者
は
相
補

的
で
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
件
で

は
、
摩
擦
づ
く
り
の
主
体
者

は
日
本
側
で
あ
り
、
中
国
側

の
立
場
は
そ
れ
に
反
応
す
る

側
で
あ
る
。
日
本
国
の
立
場

は
、
科
学
的
や
先
例
を
検
討

し
、
そ
の
妥
当
性
を
述
べ
て

は
い
る
が
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
を
生
み
出
し
た
原
子
力
発

電
所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
津

波
の
発
生
に
至
る
対
策
な
ど

の
不
備
が
、
背
景
と
し
て
あ

る
。
そ
の
不
備
に
つ
い
て
は

責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
対
象
は
、
第
一

に
は
福
島
県
民
や
国
民
に
向

け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

同
時
に
国
際
的
な
関
わ
り
に

つ
い
て
で
も
あ
る
。

責
任
の
執
る
主
体
者
は
国

と
東
京
電
力
ほ
か
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

そ
の
判
断
と
実
行
を
為
し
担

う
大
き
な
権
力
と
資
力
を
持

つ
組
織
で
も
あ
る
。
国
家

は
、
同
時
に
法
的
対
応
も
で

き
る
裁
量
権
す
ら
も
持
つ
。

国
家
の
権
力
は
、
諸
外
国

の
国
々
も
同
様
で
あ
り
、
い

つ
自
身
が
責
任
を
執
る
べ
き

立
場
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
国
内
／
国
外
の
境
の
な

い
共
通
し
た
考
え
と
対
応
を

も
つ
国
際
性
、
す
な
わ
ち

「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
リ

ー
」
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

▼
エ
コ
エ
テ
ィ
カ

民
主
主
義
国
家
の
責
任
の

対
象
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
科
学
技
術
を
基
盤
と
す

る
現
代
社
会
で
は
、
個
人
の

人
間
の
立
場
は
相
対
的
に
弱

く
な
り
、
組
織
や
法
人
と
し

て
の
立
場
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
原
子
力
発
電
所
（
原

発
）
は
、
と
り
わ
け
放
射
能

を
取
り
扱
う
巨
大
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
責
任
や
倫
理
と
い

う
課
題
に
は
敏
感
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
個
人
の
責
任
や

倫
理
を
超
え
、
組
織
や
法
人

の
そ
れ
ら
を
倫
理
学
と
と
ら

え
る
必
要
を
、
学
術
と
し
て

遺
し
た
の
が
、
哲
学
者
・
今

道
友
信
（
１
９
２
２
～
２
０

１
２
）
で
あ
る
。
今
道
は
、

『
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
』
―
生
圏

倫
理
学
入
門
―
と
し
て
、
文

庫
本
に
し
て
そ
の
普
及
に
勉

め
た
が
、
い
ま
だ
十
分
で
は

な
い
。
そ
の
重
要
性
を
意
識

し
て
筆
者
も
本
題
の
国
際
性

に
結
び
つ
け
て
コ
ラ
ム
と
し

て
書
き
留
め
た
い
。

『
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
』
は
、

生
圏
倫
理
学
と
い
う
副
題
が

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
人
間

が
生
き
暮
ら
す
地
球
の
み
な

ら
ず
宇
宙
を
も
守
備
範
囲
に

し
た
「
生
圏
」
に
つ
い
て
目

を
向
け
る
。
自
然
や
事
物
に

対
す
る
責
任
、
す
な
わ
ち
対

人
倫
理
ば
か
り
で
な
く
対
物

倫
理
と
し
て
意
識
し
行
動
す

る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

し
か
も
、
人
間
の
活
動
の

場
所
や
空
間
は
、
家
や
職
場

か
ら
、
街
や
都
市
、
さ
ら
に

は
国
内
外
へ
広
が
り
、
す
で

に
一
部
の
人
は
、
宇
宙
が
活

動
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

宇
宙
を
舞
台
と
す
る
人
は
、

個
人
で
は
な
く
巨
大
シ
ス
テ

ム
の
要
素
と
化
し
て
い
る
は

ず
で
、
そ
れ
は
、
拡
大
す
る

こ
と
が
と
ど
ま
ら
な
い
将
来

の
多
く
の
人
間
の
姿
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
時
に
、
そ
の

一
部
の
人
や
組
織
が
や
り
た

い
放
題
す
る
こ
と
は
、
か
つ

て
の
大
陸
の
開
拓
時
代
と
は

異
な
り
個
人
な
ど
の
責
任
で

は
す
ま
さ
れ
な
い
結
果
を
も

た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
道
は
、
原
発
に
つ
い
て

も
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
環
境
と
い
う
言
葉
や
概

念
に
は
、
も
は
や
「
科
学
技

術
」
と
い
う
自
然
で
は
な
い

事
物
（
＝
人
工
シ
ス
テ
ム
）

が
包
含
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
今
年
は
、
Ａ

Ｉ
が
重
大
で
重
要
な
環
境
と

し
て
介
入
し
て
き
た
。
話
は

戻
り
、
従
来
か
ら
あ
る
原
発

は
、
選
択
肢
で
は
あ
っ
た

が
、
放
射
能
と
い
う
特
別
な

規
制
対
象
を
含
む
、
同
じ
く

「
環
境
」
で
も
あ
る
。

▼
火
の
ミ
ュ
ー
ト
ス（
神
話
）

原
発
は
、
火
力
発
電
と
同

じ
で
、
火
熱
を
使
う
。
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、
発
電
機

を
駆
動
す
る
。
そ
の
管
理

は
、
原
子
力
基
本
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。

【
基
本
方
針
】

第
二
条　

原
子
力
利
用
は
、

平
和
の
目
的
に
限
り
、
安

全
の
確
保
を
旨
と
し
て
、

民
主
的
な
運
営
の
下
に
、

自
主
的
に
こ
れ
を
行
う
も

の
と
し
、
そ
の
成
果
を
公

開
し
、
進
ん
で
国
際
協
力

に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
安
全
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
確
立
さ
れ
た

国
際
的
な
基
準
を
踏
ま

え
、
国
民
の
生
命
、
健
康

及
び
財
産
の
保
護
、
環
境

の
保
全
並
び
に
我
が
国
の

安
全
保
障
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
行
う
も

の
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
条
に

は
、
安
全
の
確
保
、
国
際
協

力
、
国
際
的
な
基
準
、
環
境

の
保
全
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
最
も
大
事
な
こ
と

を
配
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
子
力
事

故
は
、
小
さ
く
て
も
大
き
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
原
因

は
、
人
災
と
物
災
の
ほ
か
天

災
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
巨
大
事
故
と
な
る
こ
と

が
３
・
１
１
に
よ
り
証
明
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
残
念
な
が
ら
、
原
発
の

安
全
を
証
明
し
た
の
で
は
な

く
、
不
十
分
で
あ
る
と
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
っ

た
。
今
道
は
、『
エ
コ
エ
テ

ィ
カ
』
に
、
３
・
11
以
前

に
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
た
。

…
競
争
原
理
と
し
て
営
利
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
在
来
の
企

業
が
こ
れ
に
着
手
し
て
、
世

界
じ
ゅ
う
の
至
る
と
こ
ろ

で
、
新
し
い
危
険
な
ミ
ュ
ー

ト
ス
（
神
話
）
を
は
ら
む

「
現
代
火
」
が
地
球
を
超
え

た
規
模
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
商
品
化
さ
れ
て
い
る

こ
の
現
状
は
、
ど
れ
ほ
ど
早

す
ぎ
る
と
い
っ
て
も
、
も
と

に
も
ど
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。
…

▼
技
術
連
関

「
環
境
」
と
は
、
自
然
と

同
意
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に

科
学
技
術
が
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
は
必
須
の
事
物
（
人
工

物
）
と
な
り
、
こ
れ
も
私
た

ち
の
身
の
回
り
の
も
の
＝
環

境
と
な
っ
た
の
が
、
い
ま
の

社
会
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う

し
た
社
会
を
、
今
道
は
「
技

術

連

関

」（conjunction 

technologieque

）
と
名
付

け
て
国
際
語
と
し
た
。

こ
こ
で
、
課
題
と
な
る
の

は
、
技
術
連
関
を
つ
く
っ
た

人
間
は
、
自
然
と
技
術
連
関

の
ど
ち
ら
の
環
境
に
属
す
る

か
？

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
答
え
は
、
人
間
は
自
然

の
中
で
生
き
て
い
る
生
物
に

過
ぎ
な
い
の
で
自
然
の
方
に

属
さ
れ
る
。
さ
て
、
技
術
連

関
は
、
人
間
が
つ
く
っ
た
道

具
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
進

化
し
、
人
間
に
恐
怖
や
存
在

を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
原
発
や
Ａ
Ｉ
は
典
型
で

あ
る
。

▼
女
性
の
活
躍

―
エ
ン
パ
シ
ー

自
然
へ
人
間
の
係
わ
り

は
、
自
然
を
刺
激
し
て
か
な

り
変
質
さ
せ
た
。
地
球
温
暖

化
は
そ
の
兆
候
の
一
つ
で
あ

り
、
異
常
気
象
を
つ
く
り
だ

し
た
。
人
間
の
暮
ら
し
（
食

料
確
保
、
健
康
や
衛
生
な

ど
）
を
守
る
た
め
に
、
む
か

し
は
自
然
の
ま
ま
で
過
ご
し

て
い
た
が
、
今
で
は
エ
ア
コ

ン
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
必
須

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
果

は
、
ま
す
ま
す
自
然
に
負
荷

を
与
え
て
い
る
。
自
然
の

神
々
し
さ
に
も
限
界
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

女
性
科
学
賞
を
創
設
し
た

猿
橋
勝
子
（
１
９
２
０
～
２

０
０
７
）
は
海
洋
放
射
能
の

研
究
で
成
果
を
上
げ
た
。
彼

女
は
、
生
前
、「
地
球
が
辛

抱
し
て
く
れ
て
い
る
だ
け
。」

と
警
告
を
し
て
い
た
。
同
じ

く
女
性
海
洋
環
境
学
者
の
レ

ー
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
１

９
０
７
～
１
９
６
４
）
の
貢

献
は
大
き
い
。

ノ
ベ
ー
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
セ
ツ
コ
・
サ
ー
ロ
ー

（
１
９
３
２
～
）
は
、
核
兵

器
廃
絶
に
活
動
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動

家
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

（
２
０
０
３
～
）
は
、
気
候

変
動
対
策
へ
の
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
若
年
な
が
ら
行
っ

て
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な

環
境
保
全
活
動
に
お
い
て

は
、
女
性
の
存
在
と
活
動
が

め
だ
つ
。
そ
の
背
景
に
は
、

女
性
の
も
つ
「
エ
ン
パ
シ

ー
」
の
能
力
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
地
球
を
守
る
た
め
に

は
、
生
圏
倫
理
学
、
す
な
わ

ち
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
と
と
も
に

エ
ン
パ
シ
ー
へ
の
理
解
が
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

【
註
】
今
道
友
道
、『
エ
コ
エ

テ
ィ
カ
』、
講
談
社
学
術
文

庫
（
１
９
９
０
）

は
、
平
和
的
利
用
、

安
全
な
確
保
と
い
う

倫
理
的
な
こ
と
に
気

◆第20回 スマートエネルギー Week
【 秋 】（構 成 展：H2&FC EXPO[秋

]2023 ～第20回[国際]水素・燃料電
池 展[秋] ～ ／ PV EXPO[秋]2023 ～
第17回[国際]太陽光発電展[秋] ～／
BATTERY JAPAN[秋]2023 ～ 第15回
[国際]二次電池展[秋] ～／第14回[国
際]ス マ ー ト グ リ ッ ドEXPO[秋] ／
WIND EXPO[秋]2023 ～第12回[国際
]風力発電展[秋] ～、同時開催：第3
回脱炭素経営 EXPO[秋]）
会 期：2023年9月13日（水 ）～ 15日

（金）▷会場：幕張メッセ（千葉市美
浜区中瀬2-1）▷入場料：招待券（事
前請求無料）持参の場合無料／招待
券がない場合は5,000円▷主催：RX
ジャパン/問合せ：03-6739-4119

◆九州エネルギー技術革新EXPO
会期：2023年9月26日（火）・27日（水）
▷開催時間：10：00 ～ 16：00▷会
場：マリンメッセ福岡 B館（福岡県
福岡市博多区沖浜町2-1）▷主催：一
般社団法人日本能率協会(JMA)/問合
せ：事務局03-3434-3453

◆第12回ふくしま再生可能エネルギー
産業フェア（REIFふくしま2023）

会 期：2023年10月12日（木 ）・13日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：ビッグパレットふくしま

（福島県郡山市南二丁目52番地）▷入
場料：無料（登録入場制、当日登録
可）▷主催：福島県／公益財団法人
福島県産業振興センター /問合せ：
事務局024-983-3498

◆2023森林・林業・環境機械展
会 期：2023年11月12日（日 ）・13日

（月）▷開催時間：9：00 ～ 16：30
（最終日は15：00終了）▷会場：笠松
運動公園（茨城県ひたちなか市佐和
2197-28）＊JR勝田駅西口よりシャト
ルバス運行あり▷主催：一般社団法
人林業機械化協会/問合せ・詳細：
https://www.rinkikyo.or.jp/

◆ 第11回 SMART ENERGY WEEK【 関
西】（[関西]太陽光発電展／第10回[
関 西]二 次 電 池 展 ／ 第10回[関 西]ス
マートグリッドEXPO）
会 期：2023年11月15日（水 ）～ 17日

（金）▷会場：インテックス大阪（大
阪府大阪市住之江区南港北1丁目5-1
02）▷入場料：招待券（事前請求無
料）持参の場合無料／招待券がない
場合は5,000円▷主催：RXジャパン/
問合せ：03-6739-4119

●価値デザイン経営セミナー
開催エリア・会期・時間：【②会津地区】
＜第2回＞9月27日（水）13：10 ～ 16：30
／【③浜通り地区】＜第1回＞9月28日

（木）13：10 ～ 16：30・＜第2回＞11月13
日（月）13：10 ～ 16：30▷会場：【②】福
島県ハイテクプラザ 会津若松技術支援
センター 交流スペース（福島県会津若松
市一箕町大字鶴賀下柳原88-1）／【③】
いわき産業創造館（福島県いわき市田町
120番地）▷主催：福島県／▷委託事業
者：一般社団法人福島県発明協会（令和5
年度 価値デザイン経営推進事業）/問合
せ・詳細・申込：http://www.fukushima
-i.org/pdf/R05_kachi_design_seminar.
pdf

●Global Offshore Wind Summit-Japan
（世界洋上風力サミット2023）
会期：2023年10月11日（水）～ 13日（金）
▷開催場所：北九州国際会議場（福岡県
北九州市小倉北区浅野3丁目9-30 2F）／
西日本総合展示場新館（福岡県北九州市
小倉北区浅野3丁目8-1）ほか *施設・企
業実地見学ツアーあり▷参加費：各種設
定あり要確認▷主催：一般社団法人日本
風力発電協会（JWPA）／世界風力会議

（GWEC）▷共催：福岡県／北九州市/問合
せ・詳細・申込：https://www.gows-j.

com/
●全国小水力発電大会 第8回 北海道

会期：2023年10月19日（木）～ 21日（土）
＊21日はエクスカーションの予定▷
会場：北海道大学 学術交流会館（北
海道札幌市北区北8条西5丁目5）▷主
催：全国小水力発電大会実行委員会
／全国小水力利用推進協議会/問合せ・
詳 細・ 申 込：https://j-water.org/
taikai/

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術開
発・人材育成拠点の形成」事業：FREA 
太陽光発電システムの基礎セミナー太陽
光発電の発電特性・分析評価に関して
会期：2023年9月28日（木）▷開催時間：
9：00 ～ 12：00▷講師：国立研究開発法
人産業技術総合研究所　再生可能エネル
ギー研究センター 太陽光システムチー
ム招へい研究員　津野裕紀氏▷開催方
式：オンラインライブ配信（Teams）▷参
加資格：今後、福島県内において太陽光
発電の関連事業への参入・拡大に意欲が
あること／福島県および近県に事業所・
工場などがある企業または福島県内の発
電所においてメンテナンスの実績がある
企業に所属している方を優先（企業の所
在地は問わない）▷参加費：無料（事前申
込制）▷主催：産総研 再生可能エネルギ
ー研究センター 太陽光システムチーム/

問 合 せ・ 詳 細・ 申 込：https://www.
aist.go.jp/fukushima/ja/pvom2023/ana
lysis_evaluation.html

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術開
発・人材育成拠点の形成」事業：FREA 
太陽光発電システムの基礎セミナー 太
陽電池モジュールの長期信頼性に関して
会期：2023年9月29日（金）▷開催時間：
9：00 ～ 12：00▷講師：国立研究開発法
人産業技術総合研究所　再生可能エネル
ギー研究センター 太陽光システムチー
ム招へい研究員　棚橋紀悟氏▷開催方
式：オンラインライブ配信（Teams）▷参
加資格：今後、福島県内において太陽光
発電の関連事業への参入・拡大に意欲が
あること／福島県および近県に事業所・
工場などがある企業または福島県内の発
電所においてメンテナンスの実績がある
企業に所属している方を優先（企業の所
在地は問わない）▷参加費：無料（事前申
込制）▷主催：産総研 再生可能エネルギ
ー研究センター 太陽光システムチーム/
問 合 せ・ 詳 細・ 申 込：https://www.
aist.go.jp/fukushima/ja/pvom2023/rel
iability_of_solar_cell_modules.html

新エネルギー関連
イベントカレンダー（9月～ 11月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


